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３月定例会
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▲�天童南部地域づくり委員会では、毎年４月
に「南部っ子サポーター」の出発式を開催
しています。老人クラブを中心とするサ
ポーターの常日頃の活動が、児童生徒への
声かけ事案等の抑止力になっております。
これからも不審者を寄せ付けない安全・安
心な天童南部地域を目指していきます。

 ２　一般質問　１３人
 １０　予算特別委員会　平成２８年度当初予算
 １２　平成２７年度補正予算
 １３　提出された議案とその結果
 １６　特集　議会報告・意見交換会
 １８　特集　政務活動費の報告
 １９　市民の声・６月定例会の日程（予定）
 ２０　議会報告・意見交換会のご案内



３ 月 定 例 会

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、３月４日・７日の２
日間の日程で、１３人の議員が行いました。
　観光誘客事業をはじめ、学校給食の改善、ふる
さと納税の有効活用等について、市長や教育長等
の見解を求めました。
※議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２７年度第７回市議会定例会（３月定
例会）は、２月２９日から３月２３日までの２４
日間の会期で開かれました。
　市長提出の補正予算など９件については
初日の本会議で採決が行われました。その
ほか、平成２８年度一般会計予算をはじめと
する予算議案１１件及び条例議案等１５件につ
いては、予算特別委員会及び所管常任委員
会に付託され、最終日の本会議で採決が行
われました。
　また、最終日の本会議に市長提出の補正
予算２件、人事議案１件、委員会提出議案
２件が提出され採決が行われました。
（採決結果は１３ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

２．２９（月）
本会議（�会期の決定、提案理由の説明、質

疑、討論、表決、予算特別委員会
の設置など）

３．４（金）
３．７（月） 本会議（市政に対する一般質問）

３．８（火） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３．９（水） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３．１０（木） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３．１１（金）
～３．１７（木）予算特別委員会（付託案件の審査）

３．１８（金） 予算特別委員会（討論、表決）
３．２３（水） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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＊�

「
将
棋
の
ま
ち
天
童
」
に
こ

だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

＊�

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

松
田
光
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５
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�早期着手を要望する
天童山形空港線

福島原発事故から５年、本市の現状は

「将棋のまち天童」のまちづくり

松 田 光 也 議員

結 城 義 巳 議員

　
避
難
者
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま

た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
空
間
値・側
溝
や
農
産
物・

そ
の
他
の
放
射
能
濃
度
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

側
溝
の
汚
泥
除
去
作
業
に
お
い
て

の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

山
本
市
長　
本
年
２
月
４
日
現
在

の
本
市
へ
の
避
難
者
数
は
、
福
島

県
か
ら
１
９
３
人
、
宮
城
県
か
ら

27
人
、
岩
手
県
か
ら
４
人
合
計
２

２
４
人
お
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
支
援

し
て
い
る
。
毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
お
り
、
空
間
測
定
値
は

全
て
０
・
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
と
な
っ
て

い
る
。
農
産
物
は
放
射
能
被
害
も

な
く
風
評
被
害
も
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
側
溝
は
毎
年
13
カ
所
で
汚

泥
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
ま
だ
１
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
１
０
０
０

ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
処
分
場
が
近
隣
に
な

い
た
め
、
平
成
28
年
度
も
側
溝
の

汚
泥
の
回
収
は
見
送
る

予
定
で
あ
る
。

天
童
山
形
空
港
線
の

整
備
状
況
は

　
都
市
計
画
道
路
天
童

　
「
将
棋
の
ま
ち
天
童
」

と
し
て
タ
イ
ト
ル
を
狙

え
る
よ
う
な
、
プ
ロ
棋

士
を
育
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。
現
在
の
練
習

量
で
、
棋
力
の
向
上
は

望
め
な
い
。
野
球
も
サ
ッ
カ
ー
も

朝
、
放
課
後
、
休
日
の
練
習
を
重

ね
て
こ
そ
強
く
な
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
天
童
に
は
優
秀
な
指
導

者
が
多
く
い
る
の
で
、
嘱
託
職
員

と
し
て
雇
用
し
、
徹
底
し
た
指
導

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
駅
の
名
称
に
「
天
童
王

将
駅
」
の
よ
う
に
将
棋
駒
の
名
称

を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
日
本
将
棋
連
盟
天
童

支
部
の
協
力
に
よ
り
、
少
年
少
女

将
棋
教
室
を
将
棋
交
流
室
に
開
設

し
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
指
導

し
て
い
る
。
同
連
盟
の
協
力
で
、

プ
ロ
棋
士
と
の
直
接
対
局
の
指
導

も
行
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
や
市

立
公
民
館
等
で
将
棋
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
て
い
る
。
才
能
に
恵
ま
れ
た

少
年
少
女
の
棋
力
向
上
を
積
極
的

に
支
援
し
、
本
市
か
ら
の
プ
ロ
棋

士
誕
生
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
駅
名
変
更
の
費
用
は
、
全
額
本

市
の
負
担
と
な
る
。
切
符
販
売
シ

ス
テ
ム
等
、
各
種
更
新
作
業
に
多

山
形
空
港
線
の
乱
川
か
ら
山
形
空

港
ま
で
の
整
備
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
当
該
道
路
の
開
通
に
よ

る
本
市
へ
の
影
響
は
、利
便
性
を
発

揮
し
、最
大
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
こ
と
と
考
え
る
。
今
後
早
期
着

工
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
当
該
道
路
の
乱
川
か

ら
山
形
空
港
の
羽
入
線
ま
で
の
約

１
９
２
０
㍍
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
道
路
中
期
計
画
の
「
山
形
の
道

し
る
べ
２
０
１
８
」
に
最
優
先
道

路
整
備
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
平
成
30
年
ま
で
の
事
業
着
手

を
目
指
し
て
い
る
。
本
市
で
の
当

該
道
路
は
、
本
市
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
路
線
の
最
重
要
路
線
と

し
て
い
る
。
当
該
道
路
の
柏
木
以

北
は
現
在
主
要
地
方
道
山
形
天
童

線
と
し
て
県
で
整
備
を
行
う
計
画

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
、
市
で

費
用
負
担
を
行
い
、
事
業
を
進
め

て
い
る
。
引
き
続
き
本
市
の
重
要

事
業
と
し
て
県
に
早
期
着
手
を
呼

び
掛
け
る
。

く
の
時
間
を
要
し
、
費
用
も
莫
大

と
な
る
。
長
い
間
多
く
の
皆
様
に

馴
染
み
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

駅
名
の
変
更
は
難
し
い
と
考
え
る
。

交
通
弱
者
対
策
に

つ
い
て

　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
及

び
こ
れ
ま
で
免
許
証
を
持
た
な

か
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て
、
年
間

３
万
円
を
限
度
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
券
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
の
「
ド
モ
ス
」
は
高
齢
者
か

ら
の
評
判
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。

高
齢
に
よ
る
交
通
弱
者
対
策
と
し

て
、
予
約
な
し
に
無
料
で
、
自
宅

か
ら
目
的
地
へ
一
人
で
直
行
で
き

る
運
行
で
あ
れ
ば
、
福
祉
事
業
な

の
で
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
高
齢
運
転
者
に
よ
る

交
通
事
故
は
県
内
で
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
発
生
件
数
の
２
割
を
占

め
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
来
年

度
か
ら
運
転
免
許
の
自
主
返
納
者

に
対
し
て
、
支
援
事
業
を
実
施
し

た
い
。
金
額
は
近
隣
自
治
体
の
実

施
状
況
を
参
考
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
利
用
料
金
の
無
料
化
や
市
内
全

域
で
の
ド
ア
か
ら
ド
ア
へ
の
運
行

は
、
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
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投票率アップについて

県外からの教育旅行を増やすために

佐 藤 俊 弥 議員

三 宅 和 広 議員

　

選
挙
離
れ
が
波
及
し
て
い
る

が
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る

の
か
。
こ
の
夏
か
ら
選
挙
年
齢
の

引
き
下
げ
と
同
時
に
、
共
通
投
票

所
の
設
置
等
で
、
若
者
を
含
め
た

有
権
者
の
投
票
環
境
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
期
日
前
投
票
所
を
拡

大
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
天
童
市
で
は
平
成
２５
年

７
月
に
、
投
票
所
の
統
廃
合
が
行

わ
れ
、
５３
カ
所
か
ら
２７
カ
所
ま
で

削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
投
票

所
が
遠
く
な
り
有
権
者
が
不
便
を

感
じ
て
い
る
。
高
齢
者
の
方
に
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
を
選
挙

投
票
日
に
合
わ
せ
る
等
、
投
票
し

や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、考
え
を
伺
い
た
い
。

秋
葉
選
挙
管
理
委
員
長　
近
年
、

投
票
率
は
全
般
的
に
低
下
傾
向
を

続
け
て
お
り
、
特
に
若
い
世
代
の

投
票
率
が
低
い
状
況
に
あ
る
。
公

職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙

権
年
齢
が
１８
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
平
成
２８
年
の
夏

に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
る
。
新
し

く
有
権
者
に
加
わ
る
高

校
３
年
生
に
つ
い
て

　
「
教
育
旅
行
」
と
は
、

修
学
旅
行
や
遠
足
の
よ

う
な
学
校
行
事
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
旅
行

と
さ
れ
、
規
模
が
大
き

く
、
大
き
な
経
済
効
果

が
望
ま
れ
る
。
天
童
市
が
持
っ
て

い
る
資
源
を
活
か
せ
ば
、
天
童
市

で
も
多
く
の
教
育
旅
行
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
例
え
ば
、
仙
台
市
教
育
委
員

会
や
旅
行
業
者
に
働
き
か
け
、
仙

台
市
内
の
小
学
生
や
中
学
生
か
ら

天
童
市
に
来
て
い
た
だ
き
、
天
童

高
原
で
の
ス
キ
ー
教
室
や
農
業
体

験
、
書
き
駒
な
ど
を
体
験
し
て
い

た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
教
育
旅
行
の
誘
致
強

化
を
図
る
た
め
に
、
本
年
３
月
下

旬
に
山
形
県
、
市
町
村
観
光
協

会
、
業
界
団
体
な
ど
が
新
た
な
組

織
を
設
立
し
、
市
場
動
向
の
把
握

や
情
報
の
共
有
に
力
を
入
れ
、
大

都
市
圏
で
の
セ
ー
ル
ス
活
動
を
強

化
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
に

は
大
き
な
団
体
が
宿
泊
で
き
る
施

設
が
あ
る
の
で
、
本
市
と
し
て
も

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
本
市

独
自
の
魅
力
を
発
信
し
教
育
旅
行

の
誘
致
に
努
め
て
い
き
た
い
。

は
、
学
校
教
育
の
中
で
、
国
で
作

成
し
た
副
教
材
を
使
用
し
た
指
導

や
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
、

若
者
が
集
ま
る
商
業
施
設
等
で
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
の
高
校
等
で
の
出
前
講

座
の
実
施
に
向
け
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
統
廃
合
後
、
３
回
の
選
挙
を

実
施
し
て
き
た
が
、
駐
車
場
の
確

保
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
経
費
の

節
減
に
よ
る
選
挙
事
務
の
効
率
化

等
の
点
で
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
回
を
重
ね

る
ご
と
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
の

で
、
今
後
も
、
２７
カ
所
の
投
票
所

で
の
選
挙
を
継
続
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
ま
た
、
統
廃
合
に
合
わ

せ
て
、
期
日
前
投
票
所
を
２
カ
所

に
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
期
日

前
投
票
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

今
後
も
、
高
齢
者
等
の
方
に
対
し

て
は
、
２
カ
所
の
期
日
前
投
票
所

を
活
用
し
、
投
票
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
き
、
国
が
進
め
る
投
票

機
会
を
増
や
す
た
め
の
改
正
に
理

解
を
求
め
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
込
み
に
つ
い
て

　
観
光
振
興
に
と
っ
て
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
は
今
後
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

天
童
市
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
取
り
込
む
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
海
外
で
の
誘
致
活
動
に
観
光

施
設
の
関
係
者
や
農
家
の
方
が
同

行
す
る
と
誘
客
の
効
果
が
あ
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
昨
年
９
月
に
天
童
温

泉
協
同
組
合
が
台
湾
で
商
談
会
を

開
催
し
た
際
に
、
市
職
員
１
名
が

同
行
し
た
ほ
か
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
10

月
か
ら
２
月
ま
で
の
台
湾
か
ら
の

宿
泊
者
が
前
年
に
比
べ
５
３
３
人

増
加
し
た
。
今
後
と
も
関
係
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。平成２６年度山形県観光者数調査を基に作成

平成28年５月1日発行 4



すべての要介護者に障害者控除を

道路網の整備について

石 垣 昭 一 議員

渡 辺 博 司 議員

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
場
合
、
市
長
が
認
め
れ
ば
所
得

税
、
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
の
要
介

護
認
定
者
を
控
除
対
象
者
に
認
定

す
べ
き
と
思
う
が
、
改
善
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
要
介
護

度
と
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
の
程
度
で
認
定
し
て
い

る
。
申
請
は
窓
口
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い

る
。
認
定
書
の
発
行
状
況
は
、
平

成
26
年
度
は
68
名
に
発
行
し
、
今

年
度
は
２
月
24
日
現
在
で
62
名

と
、
前
年
度
と
同
程
度
で
あ
り
、

制
度
の
周
知
不
足
が
要
因
の
一
つ

と
感
じ
て
い
る
。
障
害
者
控
除
に

係
る
認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
福
祉
向
上
を
図
る

た
め
、
周
知
方
法
や
発
行
方
法
に

つ
い
て
、
他
市
の
例
を
参
考
に
改

善
し
て
い
く
。学

校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
を

　
学
校
給
食
費
を
無
償

化
し
た
り
、
条
件
を
付

け
て
助
成
す
る
自
治
体

　
天
童
市
南
部
地
域
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
に
つ

い
て
、
次
の
対
応
策
を

早
急
に
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
。
１
つ
目
は
市

道
灰
塚
街
道
線
の
整

備
、
２
つ
目
は
仮
称
芳
賀
寺
津
線

の
整
備
、
３
つ
目
は
成
生
三
中
線

か
ら
の
仮
称
高
擶
三
中
線
の
延
長

整
備
、
４
つ
目
は
東
北
中
央
自
動

車
道
と
主
要
地
方
道
天
童
寒
河
江

線
と
の
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、
５
つ
目

は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童
か
ら
南
へ

工
事
中
の
市
道
清
池
南
小
畑
線
の

東
西
を
結
ぶ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
新

設
で
あ
る
。
こ
れ
ら
５
つ
の
道
路

整
備
に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
緩
和
の

対
応
策
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
南
部
地
域
の
交
通

渋
滞
緩
和
の
改
善
に
向
け
て
市
道

清
池
南
小
畑
線
、
市
道
矢
野
目
高

擶
線
の
早
期
完
成
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
将
来
的
に
は
市
道
灰
塚
街

道
線
、
仮
称
芳
賀
寺
津
線
、
仮
称

高
擶
三
中
線
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
新
設

に
つ
い
て
は
、
道
路
交
差
の
経
済

が
増
え
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の

教
育
費
負
担
が
増
加
し
て
お
り
、

学
校
給
食
費
も
上
が
っ
て
い
る
。

現
実
に
払
い
き
れ
な
い
家
庭
が
増

え
て
い
る
。
天
童
市
で
も
給
食
費

負
担
の
軽
減
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
学
校
給
食
法
で

は
施
設
の
整
備
費
や
維
持
費
、
修

繕
費
、
人
件
費
等
は
市
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以

外
の
経
費
は
保
護
者
負
担
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
こ
の

う
ち
光
熱
水
費
を
除
い
た
食
材
費

の
み
を
給
食
費
と
し
て
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
済
的
理
由
で
給
食
費

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、

要
保
護
や
準
要
保
護
な
ど
の
教
育

扶
助
事
業
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
納
付
期
限
を
で
き
る
だ
け
弾

力
化
し
て
対
応
し
て
い
る
。

性
や
安
全
性
を
考
慮
し
平
面
交
差

に
よ
り
計
画
し
て
い
る
。
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に

つ
い
て
は
地
域
活
性
化
や
、
地
方

創
生
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
重

要
な
整
備
で
あ
り
、
国
や
県
等
に

要
望
し
て
い
く
。

体
育
館
に

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

　
学
校
開
放
の
体
育
館
設
備
利
用

者
か
ら
、
各
種
大
会
を
開
催
す
る

際
の
休
憩
室
等
と
し
て
利
用
で
き

る
場
所
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

声
を
多
く
聞
く
。
そ
こ
で
、
体
育

館
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
、
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
そ
し
て
地

域
の
世
代
交
流
活
動
の
促
進
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
学
校
体
育
施
設

は
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
使
用
を
許
可
し
て
お
り
、
直
ち

に
新
た
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
各
種
大
会
時
の

控
室
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
学
校

施
設
の
活
用
で
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

給食センターでの調理風景

てんどう市議会だより №1525



２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの
事前キャンプを天童市で

新年度の地域支援事業の取組みは

熊 澤 光 吏 議員

伊 藤 和 子 議員

　
事
前
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
迎

え
入
れ
る
こ
と
は
、
本
市
の
魅
力

を
十
分
に
発
信
で
き
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
考
え
て
い
る
。

国
際
交
流
や
観
光
誘
客
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
青

少
年
健
全
育
成
と
し
て
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
直
に
見
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
目
を
養

い
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

の
輩
出
に
期
待
が
持
て
る
素
晴
ら

し
い
事
業
で
あ
る
。
是
非
と
も
迎

え
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
市
民
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
観
光
誘

客
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
目

的
に
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
候
補
と
し
て
、
山
形
県
総

合
運
動
公
園
の
施
設
を
申
請
し
て

お
り
、
今
後
、
県
と
指
定
管
理
者

の
株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

と
連
携
し
て
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
な
お
、
事
前
キ
ャ

ン
プ
誘
致
及
び
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け

て
、
姉
妹
都
市
で
あ
り

　
介
護
保
険
制
度
は
新

年
度
４
月
か
ら
地
域
支

援
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
る
が
こ
れ
ま
で

と
ど
う
変
わ
る
の
か
、

市
民
へ
の
周
知
を
ど
う

さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

介
護
事
業
所
等
と
の
話
し
合
い
の

経
緯
や
事
業
所
へ
の
給
付
費
用
の

変
更
等
も
聞
き
た
い
。

山
本
市
長　
新
し
い
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る

が
、
要
支
援
１
、
２
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
々
が
戸
惑
わ
ず

に
、
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
重
点
に
考
え
て
い

る
。
介
護
認
定
の
更
新
時
期
に
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
要
支
援
な
の

か
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の
支

援
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
周
知
し

た
い
。
介
護
事
業
所
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
全
職
員
対
象

に
勉
強
会
を
開
催
し
、
事
業
内
容

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
受
託
し
て

い
た
だ
く
予
定
。
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
た
い
。

新
た
に
導
入
さ
れ
る

施
策
の
進
め
方
は

　
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
て
地
域

交
流
の
深
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

大
使
館
に
支
援
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
多
く
の
市
民
は
、
今
大
会
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
。
そ
の
点
を
踏
ま
え

て
、
市
民
に
対
し
て
事
前
説
明
の

実
施
と
、
合
わ
せ
て
早
期
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致

や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
成
功
に
は
、

競
技
会
場
の
管
理
者
を
は
じ
め
、

競
技
団
体
・
市
内
宿
泊
施
設
等
の

他
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協

力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
対
象
と
な

る
国
や
競
技
団
体
の
目
途
が
つ
く

段
階
で
、
受
け
入
れ
態
勢
の
組
織

を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
力
体
制
を
構
築
す
る
計
画
が
あ

る
が
、
ど
う
選
定
し
、
地
域
の
協

力
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

６
月
設
置
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
位

置
づ
け
は
。

山
本
市
長　
保
険
給
付
課
に
新
た

に
地
域
支
え
あ
い
推
進
員
、
認
知

症
地
域
推
進
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
名

配
置
す
る
。
そ
の
推
進
員
を
中
心

に
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
て
モ

デ
ル
地
区
を
２
カ
所
程
度
選
定
し

た
い
。
居
場
所
づ
く
り
や
地
域
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
地
域
で
学
習
し
な
が
ら
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
、
平
成

２９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
本
人
や
家

族
、
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
々

の
拠
点
と
し
て
、
外
出
の
き
っ
か

け
や
相
談
、
情
報
交
換
な
ど
の
場

に
な
る
よ
う
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
立
ち
上
げ
委
員
会
で

検
討
し
た
い
。

いきいきサロンの風景

県総合運動公園を活用した事前キャンプに期待
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「ふるさと納税返礼品」（果物）の
ブランド強化を

ワンストップで切れ目ない支援を

遠 藤 喜 昭 議員

笹 原 隆 義 議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
中
で
、
特
に

人
気
の
高
い
果
物
の
品
質
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
返
礼
品
の
確
保
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

山
本
市
長　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
本
市
果
物
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
上
で
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
通
信
販

売
実
績
と
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
能

力
を
審
査
の
上
で
、
４
者
を
加
え

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
寄

附
者
の
満
足
を
高
め
、
数
多
く
の

リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
て
い
く
為

に
、
行
政
と
提
供
事
業
所
並
び
に

生
産
者
の
意
識
を
統
一
し
て
品
質

管
理
に
努
め
、
本
市
の
安
全
安
心

で
高
品
質
な
特
産
品
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。

　
返
礼
品
に
一
緒
に
お
付
け
し
て

い
る
「
将
棋
駒
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の

生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
最
大
８
カ

月
遅
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

近
隣
の
自
治
体
も
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
力
を
入
れ
て
き

て
い
る
中
で
、
ど
の
よ

う
に
天
童
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
出
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
希
望
者
に

　
国
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
合
計
特
殊
出
生
率

を
１
・
８
に
す
る
目
標

を
立
て
て
い
る
が
、
２

０
１
４
年
で
１
・
４２
と

な
っ
て
お
り
、
数
字
の

乖
離
が
顕
著
で
あ
る
。
少
子
化
が

進
む
中
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
先
駆
的
な
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
千
葉
県
浦
安
市
は
出

会
い
・
結
婚
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
実
施
し
、
新
潟
県
三
条
市
で

は
、
部
門
を
横
断
化
す
る
組
織
づ

く
り
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

乳
幼
児
か
ら
就
労
に
至
る
ま
で
、

切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
天
童
市
の
少
子
化
問
題
を
解
決

す
る
上
で
も
、
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
成
長
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
上
で
も
、
こ
の
よ
う
な
体
制
の

導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
妊
娠
時
か
ら
育
児
期

ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う

た
め
、
出
産
・
育
児
の
相
談
で
は

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

保
育
に
関
す
る
相
談
で
は
保
育
利

用
者
支
援
員
を
配
置
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
部
門
の
横
断
に
つ

い
て
は
、
各
課
の
連
携
強
化
を
図

進
呈
し
て
い
る
「
将
棋
駒
ス
ト

ラ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
で

も
多
数
の
申
し
込
み
を
受
け
、
納

品
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
為
、
今
年
３
月
か
ら
の
受
付

分
か
ら
一
時
中
止
し
、
替
わ
り

に
、
将
棋
漫
画
と
し
て
人
気
の
高

い
「
３
月
の
ラ
イ
オ
ン
」
と
コ
ラ

ボ
し
た
本
市
独
自
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

を
追
加
す
る
こ
と
で
、
本
市
フ
ァ

ン
の
獲
得
と
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
制
作
し
、
天
童
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
内
、
自

主
財
源
と
し
て
使
え
る
分
を
、
ど

の
よ
う
に
有
効
活
用
し
て
い
く
の

か
。

山
本
市
長　
平
成
２８
年
度
が
最
終

年
度
と
な
る
第
六
次
天
童
市
総
合

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
未
来

創
造
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用

し
て
い
く
。

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
く
。

老
障
介
護
の
支
援
を

　
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
親
は
年

を
と
り
、
将
来
的
に
子
ど
も
の
介

護
や
介
助
を
す
る
事
が
難
し
く
な

る
老
障
介
護
や
、
障
が
い
の
子
を

持
つ
ひ
と
り
親
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
か
。
併
せ
て
、

障
が
い
を
持
た
れ
た
方
や
、
そ
の

ご
家
族
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
や
計
画
は
。

山
本
市
長　
障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
の
介
護
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

保
護
者
の
対
応
は
、
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
な
ど
関
係
機
関
と
密
に

連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
障

が
い
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
も

進
め
て
お
り
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
実
態
の
把
握
に
努
め
て

い
く
。
介
護
に
要
す
る
労
力
を
軽

減
す
る
た
め
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
、
短
期
入
所
の
利
用
促
進
、

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

てんどう市議会だより №1527



これからの都市計画の将来像は

職員の名札の名前を分かりやすく

山 口 桂 子 議員

水 戸 芳 美 議員

　
田
園
集
落
の
活
力
発
展
や
定
住

人
口
の
確
保
の
た
め
に
、
田
園
型

住
宅
地
を
開
発
整
備
す
る
計
画
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
街
化
区
域

内
の
農
地
を
宅
地
へ
転
換
し
、
集

約
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
成
熟

し
た
都
市
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
人
口
減
少
に
伴
う
田

園
集
落
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
に
よ
る
教
育
環
境
の
低
下

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
減
退

は
、
本
市
の
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
街
化
調
整

区
域
に
お
け
る
民
間
事
業
者
等
に

よ
る
住
宅
地
の
開
発
計
画
に
つ
い

て
は
、
地
区
計
画
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域

の
宅
地
の
割
合
を
示
す
市
街
化
率

は
95
・
２
㌫
で
あ
る
。
他
市
と
比

較
し
て
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
が
、
都
市
的
な
土
地
利
用
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
。

市
と
し
て
、
各
地
域
の

将
来
像
で
あ
る
目
標
の

達
成
の
た
め
、「
土
地

利
用
」
や
「
安
全
・
安

心
」「
道
路
交
通
」「
住

宅
・
住
環
境
」
等
の
分

　
平
成
２５
年
に
Ｃ
Ｉ
の

推
進
を
図
り
天
童
市
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
っ
て

か
ら
、
職
員
の
名
札
の

名
前
の
表
示
が
小
さ
く

な
り
分
か
り
づ
ら
く

な
っ
た
。
名
札
を
付
け
る
目
的

は
、
飾
り
で
は
な
く
、
ど
こ
の
部

署
に
所
属
し
て
い
る
誰
な
の
か
、

庁
内
を
含
め
市
役
所
を
訪
れ
た
人

が
分
か
る
よ
う
に
着
用
し
て
い
る

も
の
と
思
う
。
名
札
の
名
前
を

も
っ
と
大
き
く
し
て
、
誰
が
見
て

も
分
か
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
天
童
と
言
っ
た
ら

将
棋
な
の
で
、
名
札
を
将
棋
駒
の

形
に
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
名
札

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
よ
り
考
案
し
て
い
た
だ
い

た
。
文
字
の
位
置
、
大
き
さ
や
書

体
、
写
真
の
大
き
さ
を
含
め
て
、

厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
名
札

の
名
前
の
大
き
さ
な
ど
に
関
し
て

変
更
が
可
能
か
、
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
し
た
大
学
に
相
談
し
て
み
る
。

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
で

天
童
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
は
、

ト
ッ
プ
の
評
価
を
得
て
年
々
人
気

野
に
お
い
て
施
策
を
立
案
し
、
実

行
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を
確

保
し
、
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
各
地
域
に
お
け
る

将
来
像
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

祖
父
母
手
帳
を

発
行
し
て
は
ど
う
か

　
豊
か
な
人
生
経
験
を
生
か
し
、

地
域
で
子
育
て
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
長

岡
地
区
で
行
っ
て
い
る
「
長
岡
り

ん
ご
っ
こ
」
の
よ
う
な
事
業
を
各

地
域
で
発
展
さ
せ
て
、
地
域
の
絆

づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
天
童
市
祖
父
母
手
帳
を

発
行
し
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
地
域
で
取
り
組
む
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。
積

極
的
な
子
育
て
支
援
が
各
地
域
に

広
が
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　
祖
父
母
手
帳
同
様
の
現
代
の
子

育
て
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
「
孫
育

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
す
る

予
定
で
あ
り
、
祖
父
母
の
育
児
参

加
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

も
ア
ッ
プ
し
て
き
て
お
り
、
昨
年

は
約
４
５
０
０
人
の
内
、
約
９０
㌫

の
人
が
市
外
か
ら
の
参
加
者
で
あ

る
。
約
４
０
０
０
人
が
天
童
に
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
天
童
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
。
観
光
物
産
フ
ェ
ア
や
軽
ト

ラ
市
な
ど
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
天
童
高
原
に
「
天
ギ

ン
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
、
今
年
の
冬
に
誕
生
し

た
。
天
童
市
観
光
物
産
協
会
の

「
天
童
こ
ま
八
」、
Ｊ
Ａ
天
童
の

「
ラ
ン
ス
く
ん
」
な
ど
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
全
員
集
合
し
て
、
大
会

を
盛
り
上
げ
、
天
童
を
も
っ
と

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
提
案
が
あ
っ
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
、
天
童
市
内
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
で
、
盛
り
上
げ
る
内
容

を
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
に
提
案
す
る
。

天童高原の天ギンちゃん
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平成２８年度施政方針について
伊 藤 護 國 議員

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
第
六
次
、
第
七
次
総

合
計
画
に
ど
う
結
び
付

け
て
い
く
の
か
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
こ
の
度
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は

「
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の

克
服
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
」
の
二

つ
の
基
本
的
方
向
と
し
て
策
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
様
々

な
分
野
の
施
策
を
関
連
づ
け
、
有

効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
や
第
七

次
天
童
市
総
合
計
画
に
包ほ

う
含が
ん
す
る

形
で
整
合
性
を
取
り
な
が
ら
一
体

的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
も
う
既
に
で

き
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
次
期

第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
、
そ
し

て
そ
の
先
の
１０
年
後
、
２０
年
後
、

３０
年
後
の
数
値
目
標
を
挙
げ
て
い

か
な
い
と
、
な
か
な
か
前
に
進
ん

で
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今

後
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
中
長
期
計
画
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の

か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
総
合
戦
略
は
指
標
等

も
き
ち
ん
と
精
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
次
期
第
七
次
天
童
市
総

合
計
画
の
大
き
な
基
に
な
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。
本
市
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
第
七
次
天

童
市
総
合
計
画
に
向
け
て
つ
く
り

上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
の
で
、
計
画
期
間
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
を
要
す
る
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
を
取
り
入

れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
な
る
の
で
、
そ
の
際
は
議
員

の
皆
さ
ん
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　現教育委員会教育長の水戸部知之委員が
平成２８年３月３１日をもって辞職することに
伴い、教育委員会教育長に相澤一彦氏（三
日町）を任命することに同意しました。

平成２７年度本会議傍聴者数（地区別・年齢別）延人数

平成２７年度行政視察来市状況

１　地区別

２　年齢別

天童
南部

天童
中部

天童
北部 成生 蔵増 寺津 津山 田麦野 山口 高擶 長岡 干布 荒谷 その他 合計

男 ６ ２９ ５２ ２０ ８ ４ ８ ０ ４ ２２ ９ ４ １ ６６ ２３３
女 ６ １１ ８ ５ ９ １ ７ ０ ０ ９ １ ２ ０ １６  ７５
計 １２ ４０ ６０ ２５ １７ ５ １５ ０ ４ ３１ １０ ６ １ ８２ ３０８

１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 不明 計
人数 ５ １７ ２ ３１ １６ ９９ ５７ １４ ６７ ３０８

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 計
視察件数 ０ ３ ６ １ ２ ２ ０ ０ ４ １８
視察人数 ０ ３３ ２６ ７ １７ １３ ０ ０ ３８ １３４

教育委員会教育長の任命に同意
　現人権擁護委員の東海林節子氏（荒谷）
が、平成２８年６月３０日をもって任期満了に
なることに伴い、再び同氏を推薦すること
に同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意

てんどう市議会だより №1529



平成２８年度
一般会計予算
前年度比１.８％増
２４７億６０００万円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備

モ
デ
ル
事
業

委
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
試
験
的
に

導
入
し
、
寺
津
小
学
校
を
対
象
に

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ
頃

か
ら
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
他
の
小
中
学
校
へ
の
導
入

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
平
成
２８
年
７
月

か
ら
使
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び
大
型

電
子
黒
板
等
の
活
用
に
よ
り
学
習

へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
探
究
的

な
学
習
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
た
び
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
確
認
し
た

上
で
、
順
次
リ
ー
ス
更
新
を
迎
え

る
学
校
に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
モ
デ
ル
事
業
の
財
源
と
し

　
本
市
の
平
成
２８
年
度
予
算
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
確
保
し
な
が
ら
、
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
、
未
来
創
造
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
天
童
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
積
極
的
に

取
り
組
む
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
に
向
け

た
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平

成
２７
年
度
以
上
の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
・
審
査
さ
れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
日
新
製
薬
教
育
振
興
基
金
を
活

用
す
る
。

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

委
員　
奨
学
金
返
還
支
援
を
受
け

ら
れ
る
要
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

教
育
総
務
課
長　
本
県
の
将
来
を

担
う
者
の
県
内
回
帰
・
定
着
を
促

進
し
、
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
確
保

の
観
点
か
ら
特
定
の
奨
学
金
を
受

け
た
大
学
生
等
を
対
象
に
、
県
と

市
町
村
が
連
携
し
て
奨
学
金
の
返

還
と
支
援
を
創
設
す
る
も
の
。
対

象
は
高
校
を
卒
業
し
た
方
の
う

ち
、
奨
学
金
貸
与
基
準
を
満
た
し

た
方
及
び
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

て
い
る
奨
学
生
で
あ
り
、
卒
業
後

６
カ
月
以
内
に
県
内
に
居
住
か
つ

就
業
し
、
引
き
続
き
３
年
以
上
継

続
し
た
者
と
な
る
。

高
齢
者
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

委
員　
免
許
証
の
返
納
先
は
ど
こ

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
支
援
に
つ

い
て
は
１
回
だ
け
な
の
か
。

生
活
環
境
課
長　
返
納
先
に
つ
い

て
は
、
警
察
署
・
免
許
セ
ン
タ
ー

に
加
え
、
３
月
１
日
よ
り
交
番
・

駐
在
所
で
も
対
応
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
１

人
に
対
し
て
２
万
円
分
の
タ
ク

シ
ー
利
用
券
や
路
線
バ
ス
定
期
券

購
入
券
な
ど
を
申
請
し
た
日
に
即

日
交
付
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
支
援
額
の
交
付
回
数
に
つ
い
て

は
、
同
様
に
事
業
を
進
め
て
い
る

県
内
１３
市
町
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
１
回
と
し
た
い
。
免
許
証
自
主

返
納
者
へ
の
公
共
交
通
利
用
料
金

割
引
等
、
継
続
し
て
行
え
る
支
援

に
つ
い
て
、
今
後
調
査
研
究
し
た

い
。医

療
職
員
修
学
資
金

貸
付
金
事
業

委
員　
医
療
職
員
修
学
資
金
貸
付

金
事
業
２
４
０
万
円
の
内
容
は
。

天
童
市
民
病
院
事
務
局
長　
天
童

市
民
病
院
の
業
務
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
医
療
職
員
に
対
し
て
、
修

学
に
必
要
な
資
金
を
貸
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
優
れ
た
医
療
職
員
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
月
額
の
限
度
額
と
し
て
医
師

２０
万
円
、
薬
剤
師
１０
万
円
、
助
産

師
５
万
円
の
貸
与
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

天
童
市
民
病
院
事
業

委
員　
医
師
確
保
の
計
画
は
あ
る

の
か
。

天
童
市
民
病
院
事
務
局
長　
本
年

４
月
か
ら
県
立
中
央
病
院
の
内
科

医
師
を
１
人
招
聘
し
、
７
人
の
常

勤
医
師
体
制
に
な
る
。

　
ま
た
、
医
師
確
保
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
４
年
後
に
は
現
在
の
医

師
の
ほ
と
ん
ど
が
定
年
退
職
す
る

ＩＣＴ教育を試験的に導入する寺津小学校
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た
め
、
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
医
師
を

優
先
し
て
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

内
容
と
し
て
は
、
将
来
的
に
は
、

指
導
医
が
新
任
医
師
の
研
修
を
行

え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

天
童
市
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

推
進
事
業

委
員　
予
算
額
１
７
７
９
万
７
０

０
０
円
の
内
容
は
。

健
康
課
長　
乳
が
ん
に
よ
り
亡
く

な
る
人
を
「
ゼ
ロ
」
に
す
る
た
め

に
、
平
成
２８
年
度
か
ら
乳
が
ん
検

診
へ
の
助
成
を
拡
大
し
、
４０
代
、

５０
代
の
偶
数
年
齢
者
を
対
象
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
し
、
検
診

料
を
無
料
に
す
る
。
ま
た
、
乳
が

ん
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発

を
図
る
。

特
別
支
援
学
校
等

送
迎
支
援
事
業

委
員　
予
算
額
２
２
４
６
万
４
０

０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
支
給
事
業

と
通
学
支
援
助
成
事
業
２
１
６
万

円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
本
市
に
住
所

を
有
す
る
保
護
者
に
監
護
さ
れ
、

か
つ
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
が
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
て
通
学
す
る
際
の
費
用
に
対

し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
ま
た

は
通
学
支
援
の
助
成
を
行
う
。

日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ

生
産
地
協
議
会

委
員　
協
議
会
の
事
業
内
容
は
。

農
林
課
長　
本
市
と
東
根
市
で
構

成
。
目
的
は
安
全
性
を
確
保
し
な

が
ら
高
品
質
な
さ
く
ら
ん
ぼ
を
生

産
で
き
る
よ
う
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の

生
産
量
１
位
と
２
位
の
２
市
で
協

力
し
合
い
、
雨
よ
け
施
設
の
新
設

等
に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
事
業

委
員　
事
業
内
容
は
。

経
済
部
長　
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
の

力
を
利
用
し
、
台
湾
・
韓
国
・
中

国
の
情
報
発
信
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

さ
く
ら
ん
ぼ
と
紅
葉
の
２
シ
ー
ズ

ン
に
市
内
観
光
を
し
て
も
ら
い
、

そ
の
内
容
を
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
載
せ
外
国
人
観
光
客
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

空
き
家
バ
ン
ク

登
録
促
進
事
業

委
員　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
補
助

金
と
し
て
１０
万
円
ま
で
支
給
す
る

が
、
補
助
内
容
は
。

建
設
課
長　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
が
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、

家
財
等
の
片
づ
け
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
個
人
も
含
め
専
門
業
者

に
片
づ
け
を
依
頼
し
た
も
の
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
。

高
擶
橋
架
け
替
え
事
業

委
員　
市
道
矢
野
目
高
擶
線
（
高

擶
橋
架
け
替
え
）
の
工
事
の
内
容

と
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　
橋
梁
工
事
は
２
カ
年

７
億
円
の
事
業
と
し
て
、
平
成
２８

年
度
４
億
円
、
平
成
２９
年
度
３
億

円
と
見
込
み
、
山
形
市
と
の
折
半

で
進
め
る
。
路
線
の
進
捗
状
況
は

平
成
２７
年
度
末
で
４５
㌫
。
平
成
２８

年
度
末
で
７０
㌫
、
平
成
２９
年
度
末

で
９５
㌫
と
見
込
ん
で
い
る
。
残
り

の
５
㌫
は
、
旧
橋
の
撤
去
費
用
と

な
っ
て
い
る
。

平成２８年度予算のあらまし
母子保健コーディネーター事業� ２５８万４０００円【新規】
保育所等整備事業�１ 億５４１万３０００円【新規】
地域密着型介護施設等整備事業�７８４８万６０００円【継続】
放課後児童クラブ整備事業�１ 億２０１２万５０００円【継続】
やまがた技能五輪・アビリンピック事業
� ２３２４万円【新規】
「天童市のしごと」学び事業� ２２０万４０００円【新規】
天童インター産業団地整備事業�８４３１万９０００円【継続】
移住・定住促進事業� ２０５０万３０００円【新規】
山形県防災行政通信ネットワーク再整備負担金
�３７ ８５万円【新規】
道路新設改良事業�１０ 億４４１１万円【継続】
都市防災施設整備事業�１１００ 万円【継続】
芳賀地区整備事業�４ 億8204万2０００円【継続】
高機能消防指令センター等整備事業
�３ 億５９０５万２０００円【継続】
自主学習支援事業（活力ある学校づくり推進事業）
�５６ 万７０００円【新規】
天のわらべふるさと大好きプロジェクト事業
�５００ 万円【継続】
ふるさと納税推進事業�１５ 億４７３６万２０００円【継続】

会計区分 今年度当初
予算（千円）

前年度当初
予算（千円）

伸び率
（％）

一 般 会 計 ２４，７６０，０００ ２４，３２０，０００ １．８
特 別 会 計 １４，１７４，７００ １３，６１０，８０５ ４．１
国 民 健 康 保 険 ７，７６１，６１０ ７，４２７，７２２ ４．５
用 地 買 収 ３，００１ ３，５２９ △ １５．０
財 産 区 １，０４４ １，０４６ △ ０．２
介 護 保 険 ５，４００，２９６ ５，０６４，４４１ ６．６
市 民 墓 地 ４，３４４ ３，６７７ １８．１
後期高齢者医療 ６３２，５２８ ６０７，２９９ ４．２
工業団地整備事業 ３７１，８７７ ５０３，０９１ △ ２６．１
企 業 会 計 ７，２４９，２３３ ７，３４０，０５３ △ １．２
水 道 事 業 ２，０６８，０２１ ２，１２５，４２１ △ ２．７
天童市民病院事業 １，８４７，３００ １，７８１，０１２ ３．７
公共下水道事業 ３，３３３，９１２ ３，４３３，６２０ △ ２．９
合 計 ４６，１８３，９３３ ４５，２７０，８５８ ２．０
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平成２７年度
一般会計補正予算
７億３９７８万４０００円を

増額補正

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
対
策
事
業

委
員　
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事
業

委
託
料
と
し
て
２
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に

完
成
す
る
予
定
か
。
ま
た
、
そ
れ

ま
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
ど

小
学
校
の
空
調
設
備
事
業

委
員　
小
学
校
の
空
調
設
備
事
業

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
次
長　
暖
房
設
備
の
老
朽
化

に
伴
い
、
空
調
設
備
を
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
式
冷
暖
房
に
順
次
更
新
し
て

い
る
。
天
童
中
部
・
成
生
・
荒
谷

の
３
校
に
つ
い
て
、
国
の
平
成
２７

年
度
予
算
で
の
追
加
交
付
を
見
込

ん
で
お
り
、
工
事
は
平
成
２８
年
度

の
夏
休
み
期
間
を
中
心
に
予
定
し

て
い
る
。
平
成
２８
年
度
の
暖
房
か

ら
使
用
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
事
業

委
員　
事
業
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
で
平
成
２７
年
度
分
の
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
課
税
者
の
扶
養
親
族

等
に
な
っ
て
い
な
い
方
の
う
ち
平

成
２８
年
度
中
に
６５
歳
以
上
に
な
る

方
に
対
し
て
年
金
生
活
者
等
支
援

給
付
金
と
し
て
３
万
円
を
給
付
す

る
こ
と
に
よ
り
平
成
２８
年
前
半
の

個
人
消
費
の
下
支
え
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
対
象
者
数
に
つ

い
て
は
、約
６
３
０
０
人
で
あ
る
。

都
市
防
災
施
設
整
備
事
業

委
員　
都
市
防
災
施
設
整
備
事
業

（
中
道
公
園
）
の
土
地
購
入
の
単

価
設
定
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
国
か
ら
の
補
助
割
合
は
。

建
設
部
長　
土
地
取
得
の
単
価
は

不
動
産
の
鑑
定
に
基
づ
き
決
定
す

る
。
補
助
割
合
は
施
設
整
備
工
事

費
が
２
分
の
１
、
土
地
購
入
費
は

３
分
の
１
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

委
員　
補
正
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　
国
民
健
康
保
険

の
医
療
費
が
大
き
く
見
込
み
を
超

え
た
実
績
と
な
り
、
急
き
ょ
増
額

す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
給
付
基
金

繰
入
金
を
増
額
す
る
も
の
で
あ

る
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
直
近
の

状
況
に
鑑
み
て
、
不
足
が
見
込
ま

れ
る
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

及
び
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
２
月
２９
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
７
億
２
３
７
万
２
０
０
０
円
を
含

む
計
９
会
計
の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
３
月
２３
日
の
本
会
議
に
は
、
一
般
会
計
３
７
４
１
万
２
０
０

０
円
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
追
加
す
る
補
正
予
算
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

順次更新される空調設備

中道公園平面図（案）

う
す
る
の
か
。

総
務
部
長　
シ
ス
テ
ム

の
完
成
は
今
年
の
秋
頃

を
予
定
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
で
の

他
機
関
と
の
情
報
の
や

り
取
り
は
平
成
２９
年
７

月
か
ら
を
予
定
し
て
お

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
問
題
は
生
じ
な
い
。

な
お
、
職
員
に
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
つ

い
て
の
研
修
の
実
施
や

通
知
を
し
て
十
分
対
応

し
て
い
き
た
い
。
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提出された議案とその結果

第６回臨時会（１月２５日）〈市長提出議案〉

第７回定例会（２月２９日～３月２３日）〈市長提出議案〉

　平成２７年度第６回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、平成２７年度第７回定例
会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果
議第５７号 平成２７年度天童市一般会計補正予算

（第８号）
原案可決

（全会一致）
議第５８号 平成２７年度天童市国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）
原案可決

（全会一致）
議第５９号 平成２７年度天童市介護保険特別会計

補正予算（第３号）
原案可決

（全会一致）
議第６０号 平成２７年度天童市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第３号）
原案可決

（全会一致）
議第６１号 平成２７年度天童市工業団地整備事業

特別会計補正予算（第３号）
原案可決

（全会一致）
議第６２号 平成２７年度天童市水道事業会計補正

予算（第２号）
原案可決

（全会一致）
議第６３号 平成２７年度天童市民病院事業会計補

正予算（第２号）
原案可決

（全会一致）
議第６４号 平成２７年度天童市公共下水道事業会

計補正予算（第２号）
原案可決

（全会一致）
議第６５号 平成２８年度天童市一般会計予算 原案可決

（賛成多数）
議第６６号 平成２８年度天童市国民健康保険特別

会計予算
原案可決

（全会一致）
議第６７号 平成２８年度天童市用地買収特別会計

予算
原案可決

（全会一致）
議第６８号 平成２８年度天童市財産区特別会計予

算
原案可決

（全会一致）
議第６９号 平成２８年度天童市介護保険特別会計

予算
原案可決

（全会一致）
議第７０号 平成２８年度天童市市民墓地特別会計

予算
原案可決

（全会一致）
議第７１号 平成２８年度天童市後期高齢者医療特

別会計予算
原案可決

（全会一致）
議第７２号 平成２８年度天童市工業団地整備事業

特別会計予算
原案可決

（全会一致）
議第７３号 平成２８年度天童市水道事業会計予算 原案可決

（全会一致）
議第７４号 平成２８年度天童市民病院事業会計予

算
原案可決

（賛成多数）
議第７５号 平成２８年度天童市公共下水道事業会

計予算
原案可決

（全会一致）
議第７６号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の設定について
原案可決

（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
議第５５号 平成２７年度天童市一般会計補正予算

（第７号）
原案可決

（全会一致）
議第５６号 交通事故に係る損害賠償の額の決定

について
原案可決

（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
議第７７号 天童市行政不服審査法施行条例の設

定について
原案可決

（全会一致）
議第７８号 天童市職員の勤務時間及び休暇等に

関する条例等の一部改正について
原案可決

（全会一致）
議第７９号 天童市特別職に属する者の給与に関

する条例等の一部改正について
原案可決

（全会一致）
議第８０号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害

補償等に関する条例の一部改正について
原案可決

（全会一致）
議第８１号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決

（全会一致）
議第８２号 天童市手数料条例の一部改正につい

て
原案可決

（全会一致）

議第８３号
天童市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８４号

天童市指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８５号 天童市消費生活センターの組織及び
運営に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第８６号 天童市レクリエーション広場の設置及
び管理に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第８７号 天童市天童高原施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８８号 天童市立公民館の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８９号 天童市火災予防条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第９０号 荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第９１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

同　　意
（全会一致）

議第９２号 平成２７年度天童市一般会計補正予算
（第９号）

原案可決
（全会一致）

議第９３号 平成２７年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第９４号 天童市教育委員会教育長の任命につ
いて

同　　意
（全会一致）

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第４号

平和安全保障関連法の廃止を求め
る意見書の提出について

否　　決
（賛成少数）

委員会提出
議案第５号

奨学金制度の充実と教育費負担の軽
減を求める意見書の提出について

原案可決
（賛成多数）

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
熊
澤
光
吏

笹
原
隆
義

三
宅
和
広

遠
藤
喜
昭

佐
藤
俊
弥

渡
辺
博
司

武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

山
口
桂
子

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

伊
藤
和
子

鈴
木
照
一

清 清 政 清 政 政 清 清 清 清 市 政 清 市 政 政 清 共 清 清 共 無
議 第 ６５ 号 平成２８年度天童市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 議
議 第 ７４ 号 平成２８年度天童市民病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
請陳第４号 平和安全保障関連法の廃止を求める「意見書」の提出について × × ○ × × × ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ × × ○ 議

請陳第５号 奨学金制度の充実と教育費負担の軽減に関する請願 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
委員会提出
議案第４号

平和安全保障関連法の廃止を求め
る意見書の提出について × × ○ × × × ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ × × ○ 議

委員会提出
議案第５号

奨学金制度の充実と教育費負担の軽
減を求める意見書の提出について ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

※　○＝賛成、×＝反対　議長は採決に加わらない
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団

てんどう市議会だより №15213



討
　
論

り
疑
問
が
あ
る
。

▼
委
員
会
提
出
議
案
第
４
号
平
和

安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

〈
反
対
〉
伊
藤
　
護
國
議
員

　
平
和
安
全
保
障
関
連
法
案
は
昨

年
９
月
３０
日
に
制
定
公
布
さ
れ
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
今
月
３
月
２９

日
に
施
行
さ
れ
る
。
国
会
は
国
権

の
最
高
機
関
で
あ
り
、
唯
一
の
立

法
機
関
で
あ
る
こ
と
は
憲
法
第
４１

条
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
国
会
で

議
決
さ
れ
た
法
律
は
議
会
制
民
主

主
義
の
原
則
の
下
、
何
人
も
改
正

及
び
廃
止
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
よ
っ
て
法
律
の
廃
止
を
求
め

る
請
願
は
不
当
で
あ
り
、
こ
の
請

願
に
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉
結
城
　
義
巳
議
員

　
近
年
の
自
民
党
は
大
き
く
変
貌

し
て
き
た
。「
平
和
安
全
保
障
関

連
法
」
の
国
会
審
議
に
際
し
て

は
、
多
く
の
国
民
が
国
会
周
辺
に

集
結
し
て
反
対
行
動
を
行
っ
て
い

る
現
状
に
も
、
国
民
の
６
割
が
反

対
し
て
い
る
情
勢
に
も
、
更
に
憲

法
学
者
が
反
対
し
て
い
る
重
要
性

を
も
無
視
し
て
、
強
引
に
可
決
・

　

３
月
２３
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
議
案
１
件
、
委
員
会
提

出
議
案
１
件
に
つ
い
て
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
と

な
り
、
委
員
会
提
出
議
案
に
つ
い

て
は
賛
成
少
数
で
否
決
に
な
り
ま

し
た
。

▼
議
第
６５
号
平
成
２８
年
度
天
童
市

一
般
会
計
予
算

〈
反
対
〉
石
垣
　
昭
一
議
員

　
正
職
員
は
減
少
し
て
い
る
が
、

非
正
規
職
が
増
加
し
て
い
る
。
報

酬
は
新
卒
初
任
給
並
み
で
、
正
職

員
と
比
較
し
大
変
な
格
差
が
あ

り
、
是
正
す
べ
き
だ
。

　
介
護
保
険
は
地
域
支
援
事
業
が

導
入
さ
れ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

や
る
こ
と
で
、
地
域
間
格
差
が
生

じ
る
心
配
が
あ
る
。

　
免
許
証
自
主
返
納
者
に
予
約
制

乗
合
タ
ク
シ
ー
券
を
配
る
が
、
予

約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
何
も
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
使
用
期
限
も
あ

成
立
さ
せ
た
。
立
憲
主
義
、
法
治

国
家
と
し
て
許
さ
れ
な
い
暴
挙
で

あ
る
。
一
体
、
誰
の
た
め
の
政
治

な
の
か
。

　
武
力
で
平
和
は
守
れ
ず
、
偶
発

戦
争
の
危
険
が
高
ま
る
だ
け
で
あ

る
。

〈
賛
成
〉
伊
藤
　
和
子
議
員

　
日
本
は
立
憲
主
義
の
国
。
日
本

の
最
高
法
規
は
日
本
国
憲
法
だ
。

国
会
で
多
数
を
持
つ
政
権
党
で
も

憲
法
の
枠
組
み
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
権
力
は
憲
法
に
よ
っ

て
縛
ら
れ
る
。
こ
れ
が
立
憲
主
義

の
基
本
だ
。
憲
法
第
１６
条
に
請
願

権
は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
不
当
で

は
な
い
。

　
む
し
ろ
、
憲
法
９８
条
で
条
規
に

反
す
る
も
の
は
そ
の
効
力
を
有
し

な
い
と
あ
る
。
議
会
人
と
し
て
、

憲
法
違
反
の
法
律
を
こ
の
ま
ま
施

行
さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

請願・陳情の結果

請願の提出のしかた

　今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任委員会で審査した後、本会議で採決が
行われました。結果は次のようになりました。

　市議会へ請願書を提出する制度は、市民の皆さんの意見や要望を市政に反映させる方法として、法律
上認められた権利の一つです。請願書を提出する場合には、請願書に必ず１人以上の紹介議員の署名・
押印が必要となります。
　請願書は、いつでも受け付けしていますが、議会定例会招集日（開会日）前８日正午までに受理した
請願は、その定例会で審査します。所管の常任委員会で審査された後、本会議において採択・不採択が
決定されます。
（紹介議員について、自己の所属する委員会の所管事項に関する請願については、紹介議員になれません。）

件　　　　名 提　　出　　者 付託委員会 結　　果
平和安全保障関連法の廃止を求
める「意見書」の提出について

憲法九条を守る天童市民の会
　阿部　太彦　他６名 総務教育 不 採 択

（賛成少数）
奨学金制度の充実と教育費負担
の軽減に関する請願

一般社団法人山形県労働福祉協議会
　理事長　岡田　新一 総務教育 原案可決

（賛成多数）
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東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
２
月
２２
日
、
東
根
市
外
二
市
一

町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
２８
年
度
予
算
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
基
本
方
針

　
地
球
温
暖
化
や
異
常
気
象
な
ど

環
境
問
題
が
年
々
深
刻
化
し
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
廃
棄
物
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
も
高
度
・
多
様
化
し

て
お
り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
当
組

合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
常
に
住
民
の

目
線
に
立
ち
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
と
「
環
境
に
配
慮
し
た
廃

棄
物
処
理
行
政
の
確
立
」
を
基
本

と
し
て
、安
全・
安
定・
効
率
的
な

事
業
運
営
に
よ
る
生
産
性
の
高
い

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
廃
棄
物
処
理
施
設
の

延
命
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
２７
年
度
に
策
定
し
た

長
寿
命
化
計
画
等
に
合
わ
せ
、
長

期
財
政
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
計
画
的
で
効
率
的
な
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
処
理
手
数

料
や
有
価
物
売
却
益
な
ど
の
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
、
健
全
財
政

の
堅
持
と
住
民
の
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
組
織
運
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

平成２８年度組合予算

平成２８年度各市町負担金（概算額）

歳入� （単位：千円）

歳出� （単位：千円）

款 本年度予算額 摘　　要
１ 償還交付金 ８４，１４０
２ 使用料及び手数料 ８２８，５３１ し尿処理、ごみ処理手数料等
３ 国庫補助金 ４８２
４ 財 産 収 入 ４１，２８６ ごみ直接収入等
５ 繰 越 金 ３０，０００

６ 諸 収 入 １１，７０７ リサイクルセンター電気料、古紙売却収入等
７ 市町村負担金 ８６１，９７３
歳入合計 １，８５８，１１９

款 本年度予算額 摘　　要
１ 議 会 費 ２，３９２
２ 総 務 費 ３１８，０７２ 職員給与費、手数料徴収費等

３ 事 業 費 １，２６１，７３７ し尿収集・処理費、ごみ収集・処理費
４ 公 債 費 ２６９，９１８
５ 予 備 費 ６，０００
歳出合計 １，８５８，１１９

市町名
予算額（単位：千円） 比　　較
Ｈ２８年度
（概算）

Ｈ２７年度
（概算）

前年比
（千円）

増減率
（％）

東 根 市 ２７４，７２０ ２９４，５３９ △１９，８１９ △６．７３
村 山 市 １４２，６３０ １５２，３５２ △９，７２２ △６．３８
天 童 市 ３２３，０７４ ３５１，３７５ △２８，３０１ △８．０５
河 北 町 １２１，５４９ １３０，３７５ △８，８２６ △６．７７
合　計 ８６１，９７３ ９２８，６４１ △６６，６６８ △７．１８

議 会 の う ご き
■２月
　２日　各派連絡会議、熊本県水上村議会視察来童
　４日　福島県伊達市議会視察来童
　５日　市長要請総務教育常任委員会（第三次男女共同参

画推進計画（案）について外）
　　　　河北町議会との議員懇談会（議長・副議長・議会

運営委員長外）
　７日　平成２８年度北方領土返還要求全国大会（議長／東

京）
　１０日　全国高速自動車道市議会協議会第４２回定期総会

（議長・局長／東京）
　１０日～１２日　あばしりオホーツク流氷まつり（副議長・

局長補佐／網走市）
　１０日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　議会運

営委員会
　１２日　山形県後期高齢者医療広域連合議会２月定例会

（議長・副主幹／寒河江市）
　１２日　山形県市議会議長会事務局長会議
　１５日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院中期

経営計画の進捗状況について外）
　１６日　市長要請全員協議会（平成２８年度当初予算（案）

の概要説明）、市長要請経済建設常任委員会（市
と山形労働局との雇用対策協定の締結について

外）、議会報告・意見交換会（天童中部、天童北部、
津山、長岡の各市立公民館）

　１７日　市長要請各派代表者会（教育委員会教育長の任命
について）、市議会議員共済会第１１１回代議員会
（議長・局長／東京）

　１８日　山梨県甲府市議会視察来童
　２２日　議会運営委員会、東根市外二市一町共立衛生処理

組合議会定例会
　２９日～３月２３日　第７回市議会定例会
　２９日　広報委員会
■３月
　７日　議会運営委員会
　１０日　経済建設常任委員会所管事務調査（株式会社天童

木工視察外）
　１７日　議会運営委員会
　２２日　議会運営委員会
　２３日　広報委員会
　２８日　東京都大田区議会視察来童
　２９日・３０日　清新会先進地視察（多賀城市外）
■４月
　７日　広報委員会
　１４日　広報委員会
　２６日　市議会臨時会
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議
会
報
告
・

 
意
見
交
換
会

特集　
７
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
を
、
２
月
１６
日
に
市
内

４
カ
所
の
市
立
公
民
館
を
会
場
に

開
催
し
、
７４
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
市
民
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
議

会
・
議
員
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
等
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で

議
会
と
し
て
の
対
応
を
協
議
し
、

今
後
、「
議
会
だ
よ
り
」
で
そ
の

対
応
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
長

等
に
文
書
で
送
付
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
声
と

受
け
止
め
、
議
会
に
お
け
る
政
策

立
案
や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１班２班 津山公民館

３班 長岡公民館４班 天童中部公民館

天童北部公民館

水戸　保、山崎　諭、赤塚幸一郎、
佐藤俊弥、熊澤光吏

伊藤和子、山口桂子、松田光也、
遠藤敬知、渡辺博司、遠藤喜昭

伊藤護國、結城義巳、狩野佳和、
水戸芳美、笹原隆義

石垣昭一、後藤和信、村山俊雄、
武田正二、三宅和広

　
今
回
は
市
内
４
カ

所
と
い
う
こ
と
で
、

天
童
一
中
学
区
の
津

山
公
民
館
で
開
催
と

な
る
。
地
理
的
な
面

か
ら
か
参
加
者
は
、

津
山
地
区
の
人
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
が
１８

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
数
回
参
加
し
て
い

る
方
が
多
く
、
地
域

の
生
活
環
境
、
鳥
獣

被
害
、
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
マ
ラ
ソ
ン
等
の
対

応
に
つ
い
て
身
近
な

意
見
交
換
と
な
り
、

７
回
開
催
の
成
果
が

出
て
き
た
の
か
な
と

感
じ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
市
内
１２

カ
所
で
開
催
し
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
定

着
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

　
「
参
加
者
い
ね
ん

ね
が
ー
」
こ
ん
な
声

で
始
ま
っ
た
。
し
か

し
、
出
席
さ
れ
た

方
々
は
質
問
や
意
見

を
準
備
し
て
参
加
し

て
お
り
、
感
謝
に
堪

え
な
い
。
他
の
地
域

か
ら
の
参
加
者
は
少

な
い
よ
う
だ
。

　

報
告
会
の
持
ち

方
、
女
性
や
若
い
世

代
が
参
加
で
き
る
開

き
方
、
小・中
学
生
、

高
校
生
と
の
交
流
の

場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
い
た
だ
い

た
。

　
東
日
本
大
震
災
後

の
側
溝
清
掃
に
つ
い

て
は
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
意
識
を

持
っ
て
行
動
し
て
い

る
市
民
の
姿
に
深
謝
。

　
四
中
学
区
か
ら
の

参
加
と
い
う
こ
と
で

１６
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。

　
市
議
会
議
員
に
対

す
る
要
望
と
市
政
に

対
す
る
要
望
・
意
見

が
数
多
く
出
さ
れ

た
。
議
会
報
告
、
意

見
交
換
会
に
つ
い
て

は
、
是
非
、
地
元
の

議
員
を
参
加
さ
せ
て

欲
し
い
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。

　
地
域
課
題
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
へ
の
周
知

の
あ
り
方
や
、
カ
ラ

ス
の
フ
ン
害
に
つ
い

て
の
地
域
の
取
り
組

み
等
の
要
望
が
あ
っ

た
。

　
参
加
人
数
が
少
な

い
こ
と
を
お
詫
び
し

た
い
と
の
市
民
の
話

が
あ
っ
た
が
、
我
々

開
催
者
側
の
広
報
方

法
に
も
課
題
が
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　
女
性
７
名
の
参
加

も
あ
り
喜
ば
し
い
と

考
え
る
が
、
も
う
少

し
意
見
が
出
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
地
域
課
題
に
つ
い

て
問
題
意
識
が
旺
盛

で
積
極
的
な
発
言
が

多
か
っ
た
。
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議会・議員に対する意見・要望等
（アンケートから）

＊�高齢者が年々増える中での末端での活動に
明け暮れています。将来を見据えて議員の
先取り活動を!!

＊�是非、今回出されたいろんな意見・要望を
市の方に伝えて頂き検討お願いしたいと思
います。

＊�議会及び委員会で発言もなくただ追認だけ
の議員もいるのでは？もっと頑張って欲し
い。

ア ン ケ ー ト
１班

津山公民館
２班

天童北部公民館
３班

長岡公民館
４班

天童中部公民館 合　　計 アンケート

参加者数
男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 回答数 回答率
１７ １ １８ ２０ ７ ２７ １３ ０ １３ １５ １ １６ ６５ ９ ７４ ６６ ８９．２％

【お住まいの地区はどちらですか】

【年齢について】

＊�常任委員会で行政視察して、天童ではどう
生かせるかというのをもっと話をしてはど
うか。

＊�若い世代との交換の場を作っていますか？
ぜひ、これからの世代を大事にして欲しい。

＊�議会だよりに中学生達の写真を掲載してい
ることは大変良いことと思います。なじみ
のある写真を工夫してください。

＊�女性の参画の件
　‌�土日の開催は出来ないのか。他市では「日
曜議会」が開催されているではないか。議
員の積極的な行動を！「出来ない」ではな
く「出来る」方向を見つけて下さい。

＊�執行部に対し、市発展のための具体的提案
ができるよう議員各位の資質向上を望みた
い。

＊�他の市町村及び全国の流れからして、天童
市は議員数が多いと思います（根拠は省
略）。是非、この４年間で定数削減（最低
２議席削減）を強く要望したい。

天童北部１４％

長岡９％

成生３％
４回目６％

３回目３６％

評価する７９％

どちらとも１５％

未記入５％評価しない１％

２回目３５％

はじめて２３％

４０歳代１％

５０歳代６％

６０歳代４８％

７０歳代４０％

８０歳以上５％
未記入０％

説明分かり
易い５３％

どちらとも
３０％

分かり難い
３％

未記入１４％
議会だより
２３％

市報３１％公民館だより
２９％

議会ＨＰ
０％

議員誘い
６％

公民館誘い
４％

チラシ５％
その他２％

未記入０％

干布０％

蔵増０％

山口２％

荒谷０％

寺津０％

田麦野０％

未記入５０％

津山１９％

高擶２％

天童中部１％

天童南部０％

【参加回数について】

【分かりやすさ】

【評価（議員が直接市民と意見交換を行うこと）】

【開催を何で知りましたか】
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政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
、
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
、
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
、
天
童
市
か
ら
議
員
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

天
童
市
で
は
、
条
例
に
基
づ

き
、
会
派
（
無
会
派
を
含
む
）
に

対
し
、
所
属
議
員
１
人
当
た
り
月

１
万
３
０
０
０
円
（
年
額
１５
万
６

０
０
０
円
）
交
付
さ
れ
ま
す
。
政

務
活
動
費
は
、
条
例
の
ほ
か
規
則

や
要
領
に
基
づ
い
て
、
調
査
研
究

費
、
研
修
費
、
資
料
作
成
費
や
資

料
購
入
費
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度

終
了
後
速
や
か
に
報
告
書
を
提
出

し
、
不
用
額
に
つ
い
て
は
返
還
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、地
方
自
治
法
で
、議
長
は

政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性
の

確
保
に
努
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、

天
童
市
議
会
で
は
、
平
成
２４
年
度

か
ら
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
、
収

支
報
告
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
の
収
支
報
告
の
内

容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

特

集政
務
活
動
費
の
報
告

◆資料作成費の内容 ◆資料購入費の内容
清 新 会 コピー代、消耗品代
政 和 会 コピー代
市民クラブ コピー代、消耗品代

市民クラブ 書籍購入（１冊）
小 松 善 雄 書籍購入（３冊）
茂 木 孝 雄 書籍年間購読

◆平成２７年度政務活動費（９月に市議会議員選挙があったため、上半期、下半期に分けて支給）

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

項　　　目　（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合　計

清 新 会 １１ １，６３８，０００ １，２７６，１４０ ２４，２５１ １，３００，３９１ ３３７，６０９
政 和 会 ６ ８５８，０００ ７６３，１２２ ２４８ ７６３，３７０ ９４，６３０
市民クラブ ２ ３９０，０００ ２３，６７０ ３，１０３ １，６２０ ２８，３９３ ３６１，６０７
日本共産党天童市議団 ２ ３１２，０００ ０ ３１２，０００
鈴 木 照 一 １ ７８，０００ １６，２７９ １６，２７９ ６１，７２１
小 松 善 雄 １ ７８，０００ １１，４８０ １１，４８０ ６６，５２０
茂 木 孝 雄 １ ７８，０００ ４５，６８０ ４５，３６０ ９１，０４０ ０
合　　計 ３，４３２，０００ ２，０３９，２６２ ６９，３５０ ４３，８８１ ５８，４６０ ２，２１０，９５３ １，２３４，０８７

※会派の移動がありました（鈴木照一議員：清新会→無会派）。
※会派の人数の移動がありました（清新会：１０人→１１人、政和会：５人→６人、市民クラブ３人→２人）。
※任期満了により、小松善雄議員、茂木孝雄議員については、上半期のみの政務活動費となります。
※会派人数は、平成２８年３月３１日現在の人数です。

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）
会　派 月　日 参加人数 目　的　地 内　　　　容

清 新 会

７月１４日
　〜１６日 １０

青森県弘前市 ●スマートシティ構想推進事業について
北海道函館市 ●函館市借上市営住宅制度について　他
青森県八戸市 ●マイブック推進事業について

１月２０日
　～２２日 １１

愛知県北名古屋市 ●議会改革について
愛知県東海市 ●未婚者支援対策事業について
静岡県御殿場市 ●御殿場市総合景観条例について

３月２９日
　～３０日 １１ 宮城県多賀城市他 ●東日本大震災後５年間の復興状況について

●多賀城市立図書館　他

政 和 会

７月８日
　〜１０日 ５

宮崎県日向市 ●へべす消費拡大プロジェクトについて
宮崎県延岡市 ●健康長寿のまちづくり市民運動について
宮崎県日南市 ●ジャカランダの森魅力発信事業について

１月１９日
　～２１日 ６

福岡県久留米市 ●観光振興に関する取組みについて
山口県下関市、萩市 ●観光振興に関する取組みについて

３月２５日 １ 東京都 ■�地方議会議員フォーラム
市民クラブ １０月２９日 １ 東京都 ■地域医療政策セミナー

茂 木 孝 雄 ７月７日
　～８日 １ 東京都 ■�日本経営協会セミナー

（●：調査研究費、■：研修費）
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３
月
７
日
の
本
会
議
に
、
天

童
中
部
小
学
校
６
年
生
（
現
中

学
１
年
生
）
の
皆
さ
ん
が
社
会

科
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
傍

聴
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
後

日
、
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

�

１
組　
高
田
美
咲
さ
ん

＊
天
童
市
全
体
の
こ
と
を
考
え

て
、
も
っ
と
誰
で
も
暮
ら
し
や

す
い
よ
う
話
し
合
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。「
将
棋
の
ま
ち
天

童
」
と
し
て
、
み
り
ょ
く
的
な

ま
ち
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

６月定例会の日程（予定）
６月３日（金） 本会議（初日）
　　１０日（金） 本会議（一般質問）
　　１３日（月） 本会議（一般質問）
　　１４日（火） 常任委員会
　　１５日（水） 常任委員会
　　１６日（木） 予算特別委員会
　　１７日（金） 予算特別委員会
　　２１日（火） 本会議（最終日）

※�請願の締め切りは、５月２６日（木）
正午までの予定です。
※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
本
議
会
で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
は
本
人
の
名
札
で

す
。
ど
の
部
署
の
誰
な
の
か

分
か
る
よ
う
に
付
け
て
い
ま

す
。

●
最
近
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
窓
口
で
の
職
員
対
応
が
良

く
な
っ
た
と
話
を
聞
き
ま

す
。
１
階
フ
ロ
ア
も
新
し
く

な
り
気
持
ち
も
新
た
に
職
員

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と

議
員
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
議
会
だ
よ
り
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

 

〃 　
　
三
宅　
和
広

　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　

 

〃 　
　
熊
澤　
光
吏

３
月
７
日 

天
童
中
部
小
学
校
６
年
生 

本
会
議
傍
聴

天
童
市
議
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�

２
組　
髙
松
歩
乃
佳
さ
ん

＊
い
つ
も
私
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
る
天
童
市
の
こ
と
に
つ
い

て
、
と
て
も
真
剣
に
話
し
合
っ

て
い
た
の
で
、
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
普
段
、
安
全
に
す
ご

せ
て
い
る
の
は
、
市
議
会
で
議

員
の
人
た
ち
が
話
し
合
っ
て
い

る
か
ら
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�
３
組　
上
野　
涼
さ
ん

＊
今
日
、
議
会
を
見
て
、
天
童

市
を
よ
く
し
よ
う
と
、
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
っ
て
、
話
を
し

て
い
て
、
す
ご
く
天
童
市
の
こ

と
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
る
ん

だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

�

４
組　
景
澤　
海
さ
ん

＊
学
校
施
設
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
の
を
傍
聴
し
て
、

自
分
と
と
て
も
身
近
な
こ
と
を

話
し
合
っ
て
い
た
の
で
、
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
天
童

市
の
こ
と
を
真
剣
に
話
し
合
っ

て
い
る
姿
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た

で
す
。

市
議
会
を
傍
聴
し
て

天
童
中
部
小
学
校

６
年
生
の
皆
さ
ん

てんどう市議会だより №15219



議会報告・意見交換会を
開催します。
【各市立公民館で午後７時から行います。】

１班
２班

３班
４班

伊藤和子、結城義巳
村山俊雄、佐藤俊弥
熊澤光吏

伊藤和子、結城義巳
村山俊雄、佐藤俊弥
熊澤光吏 伊藤護國、赤塚幸一郎

山口桂子、松田光也
武田正二、渡辺博司

伊藤護國、赤塚幸一郎
山口桂子、松田光也
武田正二、渡辺博司

水戸　保、山崎　諭
狩野佳和、水戸芳美
三宅和広

水戸　保、山崎　諭
狩野佳和、水戸芳美
三宅和広 石垣昭一、後藤和信

遠藤敬知、遠藤喜昭
笹原隆義

石垣昭一、後藤和信
遠藤敬知、遠藤喜昭
笹原隆義

※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。
※田麦野地区は、山口地区と
　合同で市立山口公民館で行います。

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の
課題についての意見交換を、議長を除く全議員で行います。ぜひ、ご参加ください。

５月18日（水）　成　　生
５月19日（木）　天童南部
５月20日（金）　蔵　　増

５月18日（水）　成　　生
５月19日（木）　天童南部
５月20日（金）　蔵　　増

５月16日（月）　荒　　谷
５月18日（水）　高　　擶
５月19日（木）　山　　口

５月16日（月）　荒　　谷
５月18日（水）　高　　擶
５月19日（木）　山　　口

５月16日（月）　長　　岡
５月18日（水）　天童北部
５月20日（金）　干　　布

５月16日（月）　長　　岡
５月18日（水）　天童北部
５月20日（金）　干　　布 ５月16日（月）　天童中部

５月18日（水）　津　　山
５月19日（木）　寺　　津

５月16日（月）　天童中部
５月18日（水）　津　　山
５月19日（木）　寺　　津
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